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注） 
1）このジェネリックスキルに関する調査は、リテ
ラシーを含め広範に設問が設定され（合計281
問）、10万人ものサンプルが得られ、雇用可能
性との関係についてまで分析が進められている。
ただ、調査サンプルの大部分を学部1年生が占め
ている（62.9％）点に課題がある（2年生13.3％、
3年生19.7％）。調査サンプルの過半数が学部1
年生であることは、むしろ高校生までの経験が
大きな影響を与えていると批判することもでき
る。我々が調査を実施するならば、本質的な項
目に絞り込み、大学での学び・生活が大きな影
響を与える就職活動前の3年生を中心として調査
をすべきであろう。 
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